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'大 室の下、物みな麗 しく映するところ{夢 心地の裡に自然と呼吸を「つにす
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ることが 蘇 れば・それ 喉 の心は満ち足 りたのでうる・
冬の自然ζも彼は微笑を以て接 し・驚異の眼を見張つてその琴を探つた。
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梢の先 きまで裸 になつた樹 々によつてぐ今は全 く姿の}i攣して了つた自然の
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.風景に ジ薪 らしv・樂 しみ を感 じて、彼 は冬 の 日 悉激歩す る6緑 ¢)装いを睨 ぎす
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てた樹木 の姿に も、た ま らない美 しさが あることを知つて、彼 は心樂 しい氣持
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現實に大自然 と接 して、そ の美 を心に感じ、目 を樂 し ませたばか りではな
い。彼は繍の展覧会に關する記事を手に した時でも、それが風景書である時に
は心 を乏 きめかせた。軍に欝題を讃んだだ饒で」それが若 し海箆 や、川岸や、荒
野 翻 の風景を心に獅 せるような題名であれぼ・糊 心礫 しく附 てみ
くことが禺來た(夏 の部,二 十五章)6庭師と地味め話をして居 る最中に、彼の
心なやつ しか遠V・南鰍に飛んで、曾遊の地 アル ざニアの風元を賞 して房る(秋
,幽 ・ メ'.
リ ゴ
(22)'1'人 丈 ・研 穽'第 五 輯
の部・三章)。此のような心の持主で あつて見れば》暖 櫨 のぼ1≒・りに うす.く$
る眞錬 身耀 きなが ら七'麟 夏の姻 に馳せて往 くこ.ζ曝 々であつた・多
の部の二惇 章は・夕暮ρひと時を難 の言愈にぼんや り,とした姿で詣 憶の中
に耳の 日盛 りを懸V・、夏ゐ山や川にあこがれ る～'云わぱ彼の心の自雷豫である。
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彼 はゆ ような自僻 謝 る深耀 解と愛情1と齢 噸 か ら得たのであろ'う
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か 。Ryecrof七 自身 の 読 明 を き く ～二年 に し よ う 。 『'、 ._
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季節の動 きにも無頓着な心は、仰いで青塞と)廣さに見入 ることす ら知 らなかつ
た。生活に追われすぎて、囚われの自己を顧みるい とまもなかつた。一片のパ
ンと一杯の水で朝食 をす ませて も、濃刺とした氣分で その日の仕裏に向 うこと 髄
が出來たと彼 は述懐 してVOる。然 し、彼に も倦,怠を感す る夏の日の午後はあつ
』た
。書物 を開 くのも憶劫、考 えごとをするのも大儀一 こんな時分には精 々近
くの公園に行け塗叉爽快な氣分を零戻す ことが田來た。彼 はそう云 う自分を別
にどうとも思わなかつた。此のよ うに して過勢な月日を逡っている』方、相攣
,らすの粗食 を績けていた⑱で、終に健康 を損 うに至 氏 姶めて田園や海岸 をあ/
こがれ る氣持が狂おしいまでに募つて來た。
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彼は手の中にある可憐な一輪の花の生命に天室 に輝 く大 日輪 にも比すべ き奇
ほ ヤ
蹟を馳 て・畏敬の念に泌 えたのである・琴わ騰 葉のような柔か憾 臓
以て～彼 は自然に樹 したのである。晩春の候、彼は毎朝のよ うに、同 じ方向へ
散歩め杖 をひいた。・それは若いか らまつ林の中に立つて、葉 の色が午メラル ド
めような新緑かちくすんだ夏の色に移るひと時を樂 しむためである。目に痛い
程の爽快な雛 に包熱 たからまつ林の美 くしき轍 は此の世ゐ働 と識 て
'いる て春の部,二 十 四章)。讃 書 を此め上 もな く樂 しん でいたRyecrof七は、・
'時 曙 齋
の樂しみにかまけで・卿 ゆく自然咳 を+二分に賞すること細 來
なかつたのではなかつたか と反省する。
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楡の勲 櫛 ら噸 も聯 離 に並木敵 掌 瞳 成 了つた・ザ・ムザムと歩
いて行 くとからま嚇 に出る.紅葉した葉でPt-ewがvas色に瞼 て居る.そF
(28)人 丈 研 究 第 五 輯
の 中〈〉・ と こ ろ ど こ ろ繍 綴 して ・ 眞 赤 な枝 が 見 え る ・ 近 寄 つ て 見 る と秋 の 髪 い
も美 しい ぶ な の 若 木 だ 一 ∵ 「秋 」 の 色 に 心 の 衣 を染 め て 、樂 しい 散 歩 か ら麟 る
と 、 夕 方 か ら天 候 は 一 攣 して 、 冷 た い 雨 が 窓 を打 つ 。 明 日 は冬 の 室 を仰 ぐで ど
か 。Ryecrof七は 今 更 に今 日の 散 策 を奪 く思 つ た こ とで あ る。
Theearlycomingofspringin七hishappy・Devongladdensmy
hear七.・....頂=ere,scarcehaveIassuredmyself七】璃a七七helastleafhas
fallen,sc爵cehaveIw謡tched七heglisteningof'hoar-fro忌tupo丑
七heevergreens,whehabrea七hfro〕m七hewes七七hrillsm6wi七h
ah七ieipahi七ionofl)udandbloom.Evenunder七hisgrey-billQwing.
ヤ
sky,which.七e119七ha七Fe『bruaryiss七illinrule:一 、
Mildwindssh歌e七heelderbrake,
A・nd七hewande恥gherdsmenknow
Tha七 もhewhi七e七hornsoonwiU・blow.
・一一Spring,V工II.
常磐木 に宿 した霜のキ ラキ ラと輝 くの を見乍 らも、一陣 の西風 に、,花嘆 く春
を思 う心 は、昂然 と してこShelleyφProme七heusUnboundの一節 を諦 さ1
す には居 られなかつたので ある。彼 の 目に嫉 牧 人 と共 に、白 さんざ しの花@
季節が、冷 い風の 中に も望まれ たのであ る。
皿,
このよ うにして、四季折 々の自然を讃之、晩春 との別離を初夏に惜み・早春
の微風に五 月の榮光を感する破ではあつたが、わけて も自分の肉親の如 く親 し
く感 じられたのは、吾が家の庭に育つ草 と木であつた。庭の草木の肌や葉末に
、
鰯れることは、あたか も親 しい友の手をとるよ うた悦びで あつた(夏 の部,十
き 　 せリ ゴ ま
二章)。心の安佳の地たる 「家」に於て 見 出す時 、一木一草は更に大きな輝 き
＼
.を以て彼 の眸 た映 じたので ある。
・9わけて も冬 の部の十五 章は彼 の心の叫びである。天 を摩す大 木 を見立 てN、
「《 ソ リ ・ ラー イ ク"フ トの私 調 に於 け る1咽 の美 に っ い て 、t'(29ゲ
頭 と嘩 はらい・幹砂 こしてそ嘩 籾 ・嫁 雄 で・畢 のつ腋 木の高さが
蘇室の床板かち;尺位あるよ うにする竪木め幹が階下で も月につくようにした'
い。とれが家の守護榊で夢る。家奉の神聖を薯徴する最 も高章なものであるb
彼は樹木の讃美者 と←て・一否崇拝者と隔てい家庭の中心に樹木を置き・その家
庭硬 戯 物 中心夙 た吐 念願する・.ホ㌘マー礪 んで"[オ デ・セウ㌔
の簸壼」に深 く感動 して試みた彼 自身 の翻 誰 が 即 ち次ぎに掲げるもの凌あ
'る
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1此の蕪嚴極み ないオ リーヴの木 をRyecrof七は更 に用"て 次 ぎの如 く去っで
い る。 「人の世の'束の間 の命 を患 い、此め世d-)hとまを安 らか にとれ 。オ リ.r
ヴの實み の りて地 に落つ る時、母 なる大地 を讃美 し、父 なる樹木セと感謝す るが
(30)
t
の如 く……」(秋 の部el十三章)。 即 ちRyeerdf七に とつて、自然 の美 、田園
風景 に接 テる こと、即 ち自らの魂 の李安 を産む ことであつ たのであ る。
